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Ⅱ-１９ 

厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業） 
分担研究報告書 

てんかんの地域診療連携体制推進のためのてんかん診療拠点病院運用ガイドラインに関する研究  
 

徳島県におけるてんかんの地域診療連携 
 

研究分担者：森 健治   徳島大学保健学科教授・てんかんセンター 
研究協力者：多田 恵曜 徳島大学病院 てんかんセンター・脳神経外科 

 
研究要旨 

徳島県におけるてんかんの地域診療連携の状況を調査研究するにあたり、てんかん

診療拠点機関の徳島大学病院 てんかんセンターにおける診療状況を集計した。て

んかん診療拠点機関に指定され、初診患者、手術件数は増加した。逆紹介数を増や

すことが、今後の課題である。 

 
Ａ.研究目的  

本研究の目的は、徳島県におけるてんかんの地域

診療連携の状況を調査することである。てんかん診

療拠点機関の徳島大学病院 てんかんセンターに

おいて診療状況を集計した。 

 

Ｂ.研究方法 

現時点の徳島大学病院 てんかんセンターを

2019 年 1 月 1 日～2020 年 12 月 31 日までに受診し

た患者の集計を行った。 

(倫理面への配慮) 

本研究は診療情報の収集のみに拠っており患者

への侵襲を伴わないため、生命倫理や安全面での問

題は該当しない。研究では個人情報が明らかになる

ことはない。 

 

Ｃ.研究結果 

徳島大学病院 てんかんセンターへの新患数は、

2019年141人（小児21人、成人120人）、2020年138

人（小児25人、成人113人）であった。ビデオ脳波

モニタリングは、2019年70人（小児36人、成人34

人）、2020年58人（小児31人、成人27人）であった

。手術件数は、2019年10件、2020年14件であった。

てんかん相談件数は、2019年254件、2020年225件で

あった。 

初診患者のうち、院内での紹介が2019年21%、2020

年25%、徳島県内からの紹介が2019年60%、2020年59%

、県外からの紹介が2019年19%、2020年16%であった

。受診理由は、両年ともてんかん診断目的が最も多

く、続いてトランジション、精神症状、薬物調整、

手術目的等であった。 

 逆紹介の患者数は、2019年10人、2020年19人であ

った。 

 

Ｄ.考察 

効果指標を設定し、てんかんセンター初診の患者

に関するデータを集計できる体制が構築された。 

2020 年は、コロナ感染予防に患者さんが取り組

んだ結果、感染症全般が減少し、発熱、てんかん重

積などのため徳島大学病院に入院する患者さんは

減っており、長時間脳波モニター件数が減少した。

しかし、新患数は変わらず、難治性てんかんに対す

る手術件数は増加した。 

初診患者においては、診断目的が最も多い理由で

あった。正確な診断が要求されている症例が多いこ

とが推察された。 

また、薬剤抵抗性、手術目的、精神症状に対する

受診もあり、多職種がてんかんセンターに関与して

いることが徳島県下のてんかん診療に貢献してい

ることが示唆された。 

徳島大学病院から地域の病院に紹介する件数が、

まだ少ないのが問題となっている。大学病院に患者

がたまってしまう結果になってきている。 

 

Ｅ.結論 

徳島大学病院がてんかん診療拠点病院に指定

されたことで、徳島県下の多職種の連携が徐々に構

築されてきており、てんかん患者のニーズに応えら

れるようになることが期待される。逆紹介数を増や

すことが、今後の課題である。 
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Ｆ.健康危険情報 

該当なし。 
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Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 

 （予定を含む。） 

1.特許取得 

該当なし。 

2.実用新案登録 

該当なし




